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アルゴリズム（Method 1）では 10％ほどであったが，蛍光のみ測定のアルゴリズム（Method 
2）は 30％ほどであった． 
2. マウス実験においては，Method 1 では蛍光物質の位置をある程度予測できる画像を得ること
ができたが，アーチファクトや位置の大きなずれが見られた．また，Method 2 では，検出さ
れる蛍光の強度が弱いために，蛍光物質の位置を特定できる画像を得ることができないこと
がわかった． 
3. 位置のずれや濃度の再現性を改善するために，今後は解剖学的な先見情報の利用，あるいは，
時間分解波形から抽出する特徴量を増加することが必要であると考えられる． 
 
